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5202教室 火/2 （専）憲法ⅡＡ 平地　秀哉 可 書籍全て、ノート、レジュメ、紙媒体のもの（電子機器は不可）

5202教室 木/5 地域からみた日本の歴史Ⅰ 中　大輔 可 配布資料・ノート

5202教室 金/3 憲法ⅠＡ 望月　穂貴 可 教科書・六法・ノート（授業資料含む）

5202教室 金/6 会計入門 矢澤　憲一 可 卓上電卓のみ使用可

5202教室 金/6 予算管理 寺嶋　将 可 電卓および筆記具のみ。 なお、電卓は通信機能付きの機種、及び電子辞書が内蔵されている機種は認めない。

5202教室 月/1 経営学史 星野　広和 不可

5202教室 月/3 国際政治Ａ 濱村　仁 不可

5202教室 月/4 経営入門 星野　広和 不可

5202教室 火/3 経営管理 星野　広和 不可

5202教室 火/3 憲法ⅠＢ 平地　秀哉 不可

5202教室 木/2 刑法各論Ⅰ 甘利　航司 不可

5202教室 金/3 ２０世紀の政治Ａ 山本　健太郎 不可

5202教室 月/2 日本政治史Ａ 坂本　一登 可 配付資料とノート

5202教室 月/2 民事訴訟法ⅠＡ 大江　毅 可 すべて持込（電子機器も含む）・披見を許可する。 ただし、試験時間中に電子機器のカメラ機能・通信機能を使用することを禁止する（不正行為として取り扱う）。

5202教室 月/5 会計入門 吉野　真治 可 12桁の電卓（スマートフォンの電卓機能は不可）

5202教室 火/3 インド思想史Ａ 渡辺　俊和 可 紙資料（レジュメ、書籍など）のみ可

5202教室 木/2 商事決済法Ａ 鈴木　達次 可 六法、教科書、参考書、講義のノートなど紙媒体の資料はすべて披見できる。紙媒体でないものは認めない。

5202教室 金/2 （専）商取引法Ａ 鈴木　達次 可 指定六法（ポケット六法・デイリー六法）のみ披見できます。

5202教室 金/3 金融サービス法Ａ 鈴木　達次 可 紙媒体のみ

5202教室 月/2 マーケティングリサーチ 芳賀　英明 不可

5202教室 月/2 日本の中小企業 手塚　貞治 不可

5202教室 火/3 影印講読 山口　恭子 不可

5202教室 木/1 地方自治法 高橋　信行 不可

5202教室 木/7 神道思想史学Ⅰ 西岡　和彦 不可

5202教室 金/2 ビジネスリサーチ 芳賀　英明 不可

5202教室 金/4 神道史学ⅠＡ 小林　宣彦 不可

5202教室 土/1 ドイツ語Ⅰ（総合） 宍戸　節太郎 不可

5202教室 火/1 犯罪学Ａ 安田　恵美 可 紙媒体のみ（PC,タブレットの電子機器の持込は不可）。本授業に関係のない紙媒体を持ち込み、試験中に閲覧している場合には不正行為とみなします。

5202教室 火/2 ジェンダーと経済 水無田　気流 可 紙類（レジュメ、書籍等）全て可。電子機器は不可とする。

5202教室 水/1 図書館制度・経営論 新藤　透 可 ノート・プリント

5202教室 水/2 マーケティングの基礎 宮下　雄治 可 指定教科書・ノートのみ

5202教室 木/4 漢文学講読Ⅰ 鈴木　崇義 可 漢和辞典のみ可とする。 電子辞書は、インターネット接続が可能な媒体を用いた辞典、いわゆるスマートフォンやタブレットのアプリの辞典も含めて不可。

5202教室 木/5 日本民俗学Ⅰ 大楽　和正 可 ノート・授業時配付資料は持ち込み可。電子機器の持ち込みは認めない。通信機能付きの機種、及び電子辞書が内蔵されている機種の持ち込みは認めない。

5202教室 金/4 日本文学概論Ⅰ 笹川　勲 可 ノート

5202教室 金/4 外国考古学Ⅰ 内田　宏美 可 配付資料、ノート

5202教室 月/3 中国古典と日本 鈴木　崇義 不可

5202教室 月/3 西洋政治史Ａ 武藤　祥 不可

5202教室 月/4 政治家論 坂本　一登 不可

5202教室 木/2 地誌学 三木　一彦 不可

5202教室 木/3 入門フランス語 篠原　洋治 不可

5202教室 木/6 中国地域文化論Ⅰ 黒澤　直道 不可

5202教室 金/1 経営入門 尾田　基 不可

5202教室 金/2 中国語演習ⅠＡ 林　佩芬 不可

5202教室 金/4 日本語史Ⅰ 鶴橋　俊宏 不可

4限 15：00～16：00

令和8年度　前期　「渋谷開講科目」　追試験

試験日：8月5日（水）

※試験開始15分前に入室すること。学生証を必ず持参すること。

※通常の開講時間帯と追試験時間帯が異なりますので、ご注意ください。

2限 11：10～12:10

3限 13：20～14：20


